
佐渡・八幡を愛し、貢献できる子どもの育成

～学校運営協議会の設立を通したコミュニティとスクールの活性化に向けて～

佐渡市立八幡小学校 校長 山崎 勝之

１ は じ め に

当 校 は 、 佐 渡 島 の 真 野 湾 に 面 し た 児 童 数 ６ ２ 名 の

小 規 模 校 で あ る 。 学 区 に は 自 治 会 が １ つ し か な い た

め 、 各 地 域 団 体 と 密 接 な 関 係 に あ り 、 運 動 会 や 文 化

祭 な ど の 共 催 が 慣 例 と な っ て い る 。 学 校 が 行 う 教 育

活 動 に 対 し て 、 協 力 を 惜 し ま な い 地 区 で あ る 。

学 区 に は 、 他 の 地 区 か ら 移 り 住 ん で く る 方 が 一 定

数 存 在 す る 。 こ の よ う な 方 の 中 に は 、 地 域 団 体 と の

関 係 が 希 薄 な 方 が 少 な く な い 。 そ の よ う な 方 が Ｐ Ｔ

Ａ 会 長 や 子 供 育 成 会 長 な ど の 役 職 に 就 く 場 合 、 地 域

団 体 の 思 い や 願 い を 受 け 止 め て い な か っ た り 、 事 業

を 進 め る た め の 地 域 団 体 と の 協 力 体 制 を 築 け な か っ

た り す る 。

ま た 、 地 域 団 体 は 学 校 や 子 ど も を 中 核 と し た 活 動

に よ り 地 区 の 活 性 化 を 図 ろ う と 考 え て い る が 、 学 校

は 「 地 域 団 体 主 催 の 行 事 だ か ら 案 内 の 配 布 だ け す れ

ば よ い 」 等 、 学 校 の 教 育 活 動 と の 区 別 を し よ う と す

る 。 Ｐ Ｔ Ａ や 育 成 会 は 、 保 護 者 負 担 の 軽 減 の た め に

事 業 の 削 減 や 省 力 化 を 進 め よ う と し て き た 。 こ の よ

う な 流 れ は 、 子 ど も た ち を 育 む コ ミ ュ ニ テ ィ と 学 校

の 在 り 方 と し て 好 ま し く な い 。

上 記 の よ う な 課 題 が あ る 中 、 佐 渡 市 教 育 委 員 会 か

ら コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル 推 進 モ デ ル 校 の 指 定 を 受

け た 。 従 前 の 学 校 関 係 者 評 価 委 員 会 の 名 称 を 学 校 運

営 協 議 会 に 変 更 し た だ け で は 、 本 来 求 め ら れ る コ ミ

ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル の 目 的 は 達 成 さ れ な い 。そ こ で 、

学 校 関 係 者 評 価 委 員 に 加 え て 、 各 地 域 団 体 長 に 学 校

運 営 協 議 会 委 員 へ の 就 任 を 依 頼 し た 。 そ れ に よ り 、

学 校 運 営 協 議 会 と し て 、 計 １ ８ の 事 業 を 相 互 の 協 力

体 制 で 充 実 さ せ る こ と を 目 指 し た 。 さ ら に 、 そ の 内

の ６ 件 は 、 新 規 事 業 と し て 企 画 し 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ・

ス ク ー ル １ 年 目 と し て 、 充 実 し た 子 ど も た ち の た め

の 活 動 が 実 施 さ れ た 。 本 稿 で は 、 学 校 運 営 協 議 会 設

置 の 前 後 計 ２ 年 間 の 取 組 を 振 り 返 り 、 小 規 模 校 に お

い て コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル を 活 性 化 さ せ る た め の

要 件 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と す る 。

２ 学 校 運 営 協 議 会 の 組 織 と 各 団 体 の 概 要

学 校 運 営 協 議 会 の 組 織 は

以 下 の 表 の と お り で あ る 。

当 校 の 教 育 活 動 に か ね て か

ら 関 わ り の 深 い 各 団 体 の 長

や 学 校 関 係 者 評 価 委 員 を 学

校 運 営 協 議 会 の 委 員 と し て 委 嘱 し 、 現 在 １ ２ 名 （ 平

成 30 年 度 ） が 参 加 す る 組 織 と な っ て い る 。

学 校 運 営 協 議 会 の 組 織

八 幡 地 区 分 館 連 絡 協 議 会 … ７ つ の 分 館 が あ り 、 八 幡

地 区 文 化 祭 や 市 民 運 動 会 、 佐 和 田 地 区 公 民 館 事 業

へ の 協 力 や 活 動 支 援 を 行 っ て い る 。

八 幡 ・ 銀 杏 の 会 … 自 主 防 災 、 防 犯 、 海 岸 清 掃 、 公 園

管 理 、 野 球 大 会 開 催 な ど 活 動 は 多 岐 に わ た る 。

み ん な わ く わ く 会 … 主 に 保 護 者 に よ る 読 み 聞 か せ ボ

ラ ン テ ィ ア 団 体 。 学 校 で は 月 ２ 回 程 度 、 読 み 聞 か

せ を 行 っ て い る 。

八 幡 地 区 子 供 育 成 会 … 佐 渡 市 子 ど も 会 連 絡 協 議 会 の

所 属 団 体 で 、 会 費 を 集 め る 任 意 参 加 。 夏 の 宿 泊 体

験 や 八 幡 祭 り の 子 供 御 輿 等 を 行 っ て い る 。

八 幡 青 年 会 … 会 員 は ３ ９ 歳 以 下 。八 幡 祭 で 豆 ま き（ 鬼

太 鼓 ） を 演 じ る 。 八 幡 夏 祭 り や 盆 踊 り 大 会 を 運 営

し た り 、 分 館 行 事 に 協 力 し た り し て い る 。

八 幡 地 区 自 治 会 … 八 幡 地 区 集 落 セ ン タ ー の 運 営 を 中

心 に 、 分 館 長 や 嘱 託 員 等 と 連 携 し 、 行 事 の 参 画 や

共 催 を し て い る 。
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３ 平 成 ２ ９ 年 度 の 取 組

( 1) 地 域 団 体 に よ る 創 立 記 念 事 業 の 実 施

創 立 １ ４ ０ 周 年 を 記 念

し て 、 各 地 域 団 体 か ら も

記 念 事 業 を 実 施 し て い た

だ く こ と に な っ た 。 例 え

ば 、地 区 市 民 運 動 会 で は 、

地 域 住 民 も 参 加 し て ド ロ ー ン に よ る 空 中 撮 影 を し

て い た だ い た 。ま た 、記 念 式 典 ・ 祝 賀 会 の 夜 に は 、

青 年 会 主 催 の 記 念 カ ラ オ ケ 大 会 が 開 催 さ れ た 。

学 校 は 、 記 念 事 業 に 協

力 し て い た だ く 各 地 域 団

体 長 か ら 寄 付 金 を 募 っ て

｢勝 利 の 旗 ｣を 作 成 し 、 地

域 団 体 長 が そ れ を 子 ど も

に 授 与 す る な ど 、 地 域 団

体 長 が 子 ど も と 関 わ る 場 面 を 増 や し て い っ た 。

( 2) 地 域 学 習 資 料 集 ｢わ た し た ち の 八 幡 ｣の 刊 行

地 域 住 民 か ら の 寄 付 金 を も と に 、

地 域 学 習 料 集 を 刊 行 し た 。 八 幡 地

区 の 歴 史 、 文 化 、 自 然 、 産 業 に 加

え て 、 各 地 域 団 体 の 活 動 紹 介 の ペ

ー ジ を 作 っ た 。 そ こ で は 、 子 ど も

の た め の 活 動 だ け で な く 、 地 区 の

た め の 活 動 も 紹 介 し 、 各 地 域 団 体

長 が ど ん な 地 域 貢 献 へ の 思 い を も

っ て い る の か を 紹 介 す る ペ ー ジ 構

成 に し た 。 こ の 資 料 集 を 通 し て 、

子 ど も は 地 区 の た め に 働 く 各 地 域

団 体 の 活 動 の 価 値 に 気 付 き 、 憧 れ

の 気 持 ち を も ち 始 め て い る 。

( 3) 学 校 運 営 協 議 会 準 備 会 に 関 し て

準 備 会 開 催 に 向 け て 、 各 地 域 団 体 長 に 学 校 運 営

協 議 会 制 度 の 趣 旨 や 目 標 、 活 動 等 に つ い て 説 明 し

た 。 準 備 会 は 、 新 年 度 に 行 わ れ る 各 団 体 の 総 会 に

お い て 、 委 員 就 任 や 活 動 連 携 に つ い て 承 認 し て い

た だ く こ と を 目 指 し た 。 準 備 会 で は 、 各 事 業 に お

い て 、 学 校 と 保 護 者 が 子 ど も の 参 加 を 一 層 促 す こ

と 、 各 地 域 団 体 と の 協 力 体 制 を 一 層 充 実 さ せ る こ

と を 確 認 し た 。 各 団 体 長 か ら は 、「 必 要 な と き に

は 協 力 を 求 め ら れ る 学 校 運 営 協 議 会 の 存 在 は 、 と

て も 心 強 い 。」 と い っ た 声 が 出 さ れ た 。

地 域 学 習 資 料 集

授 与 す る ｢勝 利 の 旗 ｣

育 成 会 の ﾍﾟ ｰ ｼ ﾞ

「八小１４０」の人文字

４ 平 成 ３ ０ 年 度 の 取 組

( 1 ) 学 校 運 営 協 議 会 実 施 時 期 及 び 議 題 一 覧

以 下 の 日 程 で 計 ７ 回 の 協 議 会 を も っ た

回 実 施 時 期 及 び 議 題
１ 平 成 30年 4月 25日 （ 水 ）

議 題 ： 子 ど も 110番 の 家 ､Tシ ャ ツ 作 成 ､夏 休 み 宿 題 教 室 等

２ 平 成 30年 5月 16日 （ 水 ）
議 題 ： グ ラ ン ド デ ザ イ ン の 検 討 、 な が ら 守 り 隊 結 成 等

３ 平 成 30年 7月 5日 （ 木 ）
議 題 ： 育 成 会 キ ャ ン プ 、 相 撲 練 習 会 、 ﾆｭｰｽ ﾎ ﾟｰ ﾂ大 会 等

４ 平 成 30年 8月 23日 （ 木 ）
議 題 ： 学 校 評 価 検 討 、 各 学 年 の 2学 期 の 地 域 学 習

５ 平 成 30年 10月 18日 （ 木 ）
議 題 ： 八 幡 キ ャ リ ア 教 育 フ ォ ー ラ ム 、 通 学 路 合 同 点 検

６ 平 成 31年 1月 21日 （ 月 ）【 予 定 】
議 題 ： 学 校 評 価 検 討 、 次 年 度 の 地 域 学 習

７ 平 成 31年 3月 5日 （ 火 ）【 予 定 】
議 題 ： 反 省 慰 労 会 （ PTA懇 親 会 と 兼 ね て ）

第 １ 回 の 協 議 会 で は 、 本 年 度 の 中 で 、 各 団 体 が

考 え る 事 業 と 構 想 に つ い て 説 明 を 行 い 、 意 見 を 交

換 し た 。 第 ２ 回 以 降 は 、 各 団 体 の 事 業 を 行 う 時 期

に 合 わ せ て 、 よ り 具 体 的 に 活 動 を 説 明 し て い た だ

き 、 協 力 体 制 、 分 担 の 確 認 を 行 っ た 。

( 2) 協 力 体 制 で 臨 む 連 携 事 業

各 事 業 と 参 加 児 童 数 は 下 表 の と お り で あ る 。

月 日 学 校 運 営 協 議 会 連 携 事 業 ： 団 体 名

５ 27 地 区 市 民 運 動 会 ： 分 館 ※ 37 人

７ １ 八 幡 海 岸 清 掃 ： 銀 杏 の 会 ※ 36 人

14 ･ 15 潮 津 の 里 キ ャ ン プ ： 育 成 会 ※ 49 人

８ 20~24 新 規 夏 休 み 宿 題 教 室 ： わ く わ く 会 の べ 131 人

９ 14 八 幡 宮 子 供 夜 相 撲 ： 育 成 会 ※ 58 人
15 樽 御 輿 ： 育 成 会 ※ 54 人

豆 ま き (鬼 太 鼓 )演 舞 と 解 説 ： 青 年 会

10 14 地 区 文 化 祭 ： 分 館 ※ 59 人

11 11 チ ュ ー リ ッ プ 大 作 戦 ・ 芋 煮 会 ： 銀 杏 の 会

八 幡 キ ャ リ ア 教 育 フ ォ ー ラ ム ： 学 校 ※ 59 人

25 ﾊ ｯ ﾋﾟ ｰ ﾃ ﾞｨさ わ た ： 分 館 ※ 34 人

12 27 新 規 冬 休 み 書 初 め 教 室 ： わ く わ く 会 ※ 25 人

１ 12 も ち つ き 大 会 ： PTA 59 人 【 予 定 】

朝 の 読 み 聞 か せ ： わ く わ く 会

通 新 規 八 幡 ス ポ ー ツ ク ラ ブ （ YSC）： 学 校

年 新 規 な が ら 守 り 隊 結 成 ： 学 校

新 規 子 ど も 110番 の 家 募 集 ： 学 校

新 規 通 学 路 合 同 点 検 ： 学 校

(3) 地 域 住 民 と の か か わ り を 増 や す 新 規 事 業

① 夏 休 み 宿 題 教 室

み ん な わ く わ く 会 が 主 催

し 、 全 校 児 童 を 対 象 に し た

希 望 参 加 の 形 態 で 、 夏 季 休

業 最 終 週 （ ５ 日 間 ） に 開 催
夏休み宿題教室



し た 。 夏 休 み 明 け に 心 配 さ れ る 不 登 校 と 自 殺 の 未

然 防 止 を ね ら い に し た 。 会 場 は 八 幡 地 区 公 民 館 で

あ る 。 バ ル ー ン ア ー ト や ス ラ イ ム 作 り な ど 子 ど も

の 興 味 ･ 関 心 が 高 い 活 動 や 「 警 察 官 に よ る 防 犯

Q&A」、「 ザ ン ビ ア に お け る 給 食 普 及 活 動 」 な ど 、

魅 力 的 な 講 座 を 数 多 く 実 施 し た 。 の べ 131 人 も の 子

ど も た ち が 参 加 し 、 多 く の 友 達 と 関 わ り な が ら 学

習 し た り 、仲 良 く 遊 ん だ り し て い た 。そ れ に よ り 、

夏 休 み 明 け に 危 惧 さ れ た 不 登 校 等 を 防 ぐ こ と が で

き た 。 ま た 、 ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ と し て 応 募 し

て く だ さ っ た 中 学 生 か ら 79 歳 ま で の 50 名 が 、 各 日

16 ～ 26 人 参 加 し 、 の べ 95 人 が 子 ど も と 関 わ る こ と

が で き た 。 ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ か ら は 「 子 ど も

た ち か ら 元 気 を も ら っ た 」 と い う 声 が あ っ た 。 冬

休 み に は 、 書 き 初 め 教 室 を 実 施 す る 予 定 で あ る 。

次 年 度 は 、 新 規 に 「 放 課 後 子 ど も 教 室 」 と し て

事 業 化 し 、 地 域 の 方 々 に 学 ぶ 活 動 を 一 層 充 実 さ せ

る 予 定 で あ る 。

② 八 幡 ス ポ ー ツ ク ラ ブ

健 康 の 保 持 、 増 進 と 社 会

性 の 育 成 の た め の は 、 地 域

の ス ポ ー ツ 大 会 に 参 加 す る

こ と は 大 切 で あ る 。 休 み 時

間 や 放 課 後 の 時 間 を 使 い 、

地 域 住 民 と の ス ポ ー ツ 交 流

に よ る 運 動 習 慣 の 形 成 を ね ら い と し て 実 施 し た 。

活 動 内 容 、参 加 児 童 数 は 以 下 の 表 の と お り で あ る 。

月 活 動 内 容 ［ 実 施 回 数 ］ 参 加 児 童 数

５ ボ ー ル 投 げ 教 室 ［ ３ 回 ］ の べ 127 人
６ テ ニ ス 教 室 ［ 10 回 ］ の べ 350 人
８ ち び っ 子 水 泳 教 室 ［ ５ 回 ］ の べ 70 人
10 ボ ー ル 投 げ 教 室 ［ ３ 回 ］ の べ 72 人
11 ニ ュ ー ス ポ ー ツ 教 室 [ 15 回 ] の べ 405 人
11 お お な わ 教 室 ［ ６ 回 ］ の べ 156 人
12 ソ フ ト バ レ ー 教 室 ［ 20 回 ］ の べ 340 人

ボ ー ル 投 げ や ソ フ ト バ

レ ー ボ ー ル は 、 銀 杏 の 会

か ら 紹 介 し て い た だ い た

地 区 チ ー ム の 方 か ら 指 導

し て い た だ い た 。 他 に も

テ ニ ス 教 室 は テ ニ ス 協

会 、ニ ュ ー ス ポ ー ツ 教 室 で は ス ポ ー ツ 推 進 員 の 方 、

お お な わ 教 室 で は 保 護 者 の 協 力 を 得 る な ど 、 日 頃

か ら ス ポ ー ツ に 親 し む 多 く の 大 人 と か か わ る こ と

ボール投げ教室

放課後テニス教室

が で き た 。 さ ら に 、 以 下 で 述 べ る ニ ュ ー ス ポ ー ツ

大 会 や お お な わ 大 会 、 ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル 大 会 に

出 場 す る な ど 、 地 域 の ス ポ ー ツ 大 会 に 参 加 す る こ

と で 生 涯 ス ポ ー ツ に 取 り 組 も う と す る 意 識 の 向 上

に つ な が っ た 。 ま た 、 八 幡 ス ポ ー ツ ク ラ ブ へ の 参

加 を 契 機 に し て 、 ス ポ ー ツ 少 年 団 に 入 団 す る 子 ど

も が 増 え て き た こ と も 成 果 で あ る 。

さ ら に 、 Ｃ Ｓ デ ィ レ ク タ ー が 活 動 補 助 や 地 域 人

材 、 団 体 へ の 依 頼 や 連 絡 業 務 を 担 当 す る こ と で 、

継 続 的 に 事 業 が 引 き 継 ぐ こ と が で き る 体 制 を 築 く

こ と が で き た 。

(4 ) 参 加 者 数 の 増 加 に よ り 活 性 化 し た 地 域 事 業

① ハ ッ ピ ー デ ィ さ わ た （ ス ポ ー ツ 大 会 ）

佐 和 田 地 区 公 民 館 の 事 業 と し

て 、 毎 年 、 様 々 な イ ベ ン ト を 合 わ

せ て 実 施 さ れ て い た が 、 子 ど も の

参 加 者 数 が 伸 び 悩 ん で い た 。 学 校

運 営 協 議 会 に お い て 、分 館 か ら「 小

学 生 の 参 加 を 増 や し た い 」 と い う

要 望 が 出 さ れ た 。 ハ ッ ピ ー デ ィ さ

わ た の イ ベ ン ト の １ つ に 、 ボ ッ チ

ャ な ど の パ ラ リ ン ピ ッ ク 種 目 を 取 り 入 れ た ジ ュ ニ

ア ニ ュ ー ス ポ ー ツ フ ェ ス テ ィ バ ル が 行 わ れ る と い

う 情 報 を 得 た の で 、 全 校 朝 会 で パ ラ リ ン ピ ッ ク 教

育 教 材 を 使 用 し 、 ボ ッ チ ャ 等 を 紹 介 し た 。 文 化 祭

の 午 後 に は 校 内 ニ ュ ー ス ポ ー ツ 大 会 を 実 施 し 、 全

校 児 童 が ボ ッ チ ャ 等 を 楽 し ん だ 。 さ ら に 、 八 幡 ス

ポ ー ツ ク ラ ブ と し て 、 ハ ッ ピ ー デ ィ さ わ た に 参 加

す る こ と に し 、 希 望 者 を 募 り 、 昼 休 み の 時 間 を 使

っ て ニ ュ ー ス ポ ー ツ 教 室 を 開 催 し た 。

ハ ッ ピ ー デ ィ さ わ た 当 日 は 、 八 幡 ス ポ ー ツ ク ラ

ブ か ら 、 ７ チ ー ム の べ 30 人 が 出 場 し 、 参 加 者 数 の

増 加 に 貢 献 す る だ け で な く 、 優 勝 、 準 優 勝 す る な

ど 、 大 会 を 大 い に 盛 り 上 げ た 。

② 八 幡 宮 奉 納 子 供 夜 相 撲

八 幡 宮 の 前 夜 祭 と し て 行 わ れ

る 奉 納 相 撲 大 会 で あ る 。 育 成 会

が 運 営 を 行 っ て い る 。 年 々 参 加

者 数 が 少 な く な る に と も な っ

て 、 保 護 者 や 地 域 の 方 々 が 応 援

に 訪 れ る 数 も 少 な く な っ て き て

い た 。 学 校 で は 、 学 習 指 導 要 領 で も 取 り 上 げ ら れ

ボッチャの対戦中

八幡 宮奉納夜 相撲



て い る 相 撲 を 学 ぶ 機 会 を 大 切 に す る た め 、 相 撲 経

験 の あ る 地 域 の 方 か ら 体 育 学 習 の 中 で 指 導 を い た

だ き 、 正 し い 立 ち 会 い の 仕 方 や 相 手 を 思 い や る 心

の 大 切 さ を 教 え て い た だ い た 。参 加 意 欲 も 高 ま り 、

相 撲 大 会 へ の 参 加 者 数 、 観 客 数 も 増 え た 。

( 5) 地 域 事 業 の 改 善 策 を 提 案 す る 場 の 新 設

学 校 運 営 協 議 会 の 場 で 、 団 体 長 が 意 見 交 換 し 、

協 力 体 制 を 築 く こ と で 、 新 事 業 が 実 施 さ れ た り 、

既 存 の 事 業 へ の 参 加 者 が 増 え た り す る な ど の 成 果

が 表 れ た 。さ ら に 、学 校 運 営 協 議 会 の 場 を 超 え て 、

子 ど も 自 身 が 各 事 業 に 対 し て 、 感 想 や 意 見 を 述 べ

る 場 を 設 け る こ と で 、 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル が 一 層 機

能 し 、 子 ど も の た め の 充 実 し た 事 業 が 継 続 さ れ る

と 考 え た 。 例 年 １ １ 月 に 実 施 し て い る ｢※ 八 幡 キ ャ

リ ア 教 育 フ ォ ー ラ ム ｣を 、 そ の 場 と し て 活 用 し た 。

グ ル ー プ 協 議 は 、 全 学 年 が 参 加 す る た め 、 各 グ

ル ー プ の リ ー ダ で あ る ６ 年 生 が 高 い 意 識 を も っ て

分 科 会 に 臨 む 必 要 が あ る 。 そ こ で 、 ６ 学 年 担 任 と

相 談 し 、 国 語 科 「 未 来 が よ り よ く あ る た め に 」 の

学 習 と 関 連 さ せ る こ と に し た 。 こ の 学 習 は 、 立 場

の 異 な る 方 の 考 え を 引

用 し 、 改 善 策 等 を 伝 え

る 意 見 文 を 書 く 学 習 で

あ る 。 本 番 の グ ル ー プ

協 議 で は 、 団 体 長 に 質

問 し な が ら 、 サ ー ビ ス

を 提 供 し て も ら う 子 ど

も の 立 場 だ け で な く 、

運 営 側 の 思 い や 願 い 、

課 題 に つ い て 知 る こ と

が で き た 。 そ の 中 で 出

さ れ た 感 想 や 意 見 、 改 善 策 は 、 教 員 が 模 造 紙 に ま

と め 、 全 体 会 で 報 告 し た 。 そ の 模 造 紙 は 、 今 後 行

わ れ る 各 地 域 団 体 の 総 会 等 で 紹 介 さ れ 、 各 事 業 に

子 ど も の 声 が 反 映 さ れ て い く こ と に な る 。

育成会長とのグループ協議
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※ 球根２万個を植える「チューリップ大

作戦」と「八幡芋煮会」の午後に実施す

る学校行事である。地域団体長等の講演

による全体会と地域人材を囲んで仕事と

地域貢献の両立について話合うグループ

協議による分科会の２部構成で実施。

グ ル ー プ 協 議 後 に 完 成 さ

せ た 意 見 文 に は 、 自 分 の で

き る こ と と し て 、「 Ｐ Ｔ Ａ

も ち つ き 大 会 の ポ ス タ ー を

地 区 に 貼 る 」「 自 分 も 進 ん

で 参 加 す る 」「 大 人 の 手 伝 い を す る 」 な ど 、 各 事

業 に 主 体 的 に 関 わ り 、 地 域 団 体 に 貢 献 し よ う と す

る 記 述 が 見 ら れ た 。

５ 成 果 と 課 題

(1 ) 成 果

子 ど も が 各 団 体 主 催 の 様 々 な 事 業 に 参 加 し 、 多 く

の 体 験 を 通 し て ふ る さ と を 愛 す る 気 持 ち を も ち 、 参

加 す る こ と で 貢 献 し て い く サ イ ク ル が 生 ま れ て き

た 。 各 事 業 の 参 加 者 数 が 増 加 し た り 、 新 規 事 業 が 成

功 し た り す る に は 、 以 下 の 要 件 が 大 切 で あ っ た 。

１ つ 目 は 、 各 事 業 の 企 画 ･推 進 に お い て 、 学 校 だ

け で は 十 分 に 成 果 を 得 に く い 、 夏 休 み 明 け の 自 殺 ・

不 登 校 の 未 然 予 防 、 防 犯 、 防 災 、 運 動 習 慣 形 成 等 の

課 題 に 特 化 し て 取 り 組 ん だ こ と で あ る 。そ れ に よ り 、

協 力 関 係 を 構 築 し よ う と す る 意 識 が 高 ま っ た 。

２ つ 目 は 、 学 校 運 営 協 議 会 の 場 で 十 分 な 議 論 が 行

わ れ た こ と で あ る 。 共 通 す る 課 題 は 何 か 、 そ の 解 決

に 向 け て 協 力 す る べ き こ と は 何 か に つ い て 腹 を 割 っ

て 話 し 合 え る 関 係 づ く り が 基 盤 と し て あ っ た 。

３ つ 目 は 、 学 校 の カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ジ メ ン ト で

あ る 。 学 校 運 営 協 議 会 を 契 機 に し て 、 教 科 や 行 事 の

改 善 を 進 め よ う と す る 意 識 が 大 切 で あ る 。

４ つ 目 は 、 子 ど も が 学 校 運 営 協 議 会 の 事 業 に 対 し

て の 意 見 を 言 う 場 を 設 定 す る こ と で あ る 。 主 体 者 意

識 が 育 ま れ 、 地 域 に 貢 献 で き る 人 材 が 育 成 さ れ る 。

(2 ) 課 題

学 校 運 営 協 議 会 委 員 の う ち 団 体 長 は 、 毎 年 、 代 替

わ り す る 。 教 職 員 の 入 れ 替 わ り も 多 い 。 初 年 度 の 熱

を 伝 え る 難 し さ が あ る 。 地 区 と 学 校 を 活 性 化 す る 目

的 と 意 義 を 伝 え る 仕 組 み を 整 え る こ と は 、 大 き な 課

題 で あ る 。

家 庭 地 域 連 携 事 業 、 放 課 後 子 ど も 教 室 事 業 等 を 一

層 活 用 し 、 佐 渡 市 や 八 幡 地 区 へ の 情 報 提 供 を 充 実 さ

せ な が ら 、 学 校 運 営 協 議 会 の 取 組 を 価 値 あ る 事 業 に

成 長 さ せ る こ と を 目 指 し て い き た い 。

６ 年 が 意 見 文 を 発 信


